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特集
伝えたい宮城の味  仙台牛

み
な ご



10カ月齢~28カ月齢 　　　10カ月齢 ４カ月齢 ３カ月齢 ２カ月齢 誕　　生28カ月齢~32カ月齢

　
宮
城
は
、
奥
羽
山
脈
か
ら
も
た

ら
さ
れ
る
清
ら
か
な
水
と
、
米
ど
こ

ろ
な
ら
で
は
の
豊
富
で
良
質
な
稲

わ
ら
に
恵
ま
れ
た
全
国
有
数
の
和

牛
の
産
地
で
す
。

　
仙
台
牛
と
な
る
黒
毛
和
牛
は
、

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
、
子
牛
の
期

間
は
繁
殖
農
家
で
、
そ
の
後
出
荷
す

る
32
カ
月
齢
く
ら
い
ま
で
を
肥
育

農
家
で
、
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
よ

う
に
愛
情
込
め
て
育
て
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
厳
し
い
基
準
を
ク
リ
ア

し
、
最
高
の
等
級
に
格
付
け
さ
れ
て

こ
そ
仙
台
牛
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
仙
台
牛
を
生
み
出

す
宮
城
の
生
育
環
境
、
仙
台
牛
た

る
ゆ
え
ん
、
仙
台
牛
に
か
け
る
人
々

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
今
年
宮
城

県
で
開
催
さ
れ
る
和
牛
の
祭
典
を

お
伝
え
し
ま
す
。

特 
集

伝
え
た
い
宮
城
の
味

　

宮
城
県
内
で
肥
育
さ
れ
た
黒
毛
和
牛
が
、
す
べ
て
仙
台

牛
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
①
黒
毛
和
種
で
あ
る

こ
と 

②
仙
台
牛
生
産
登
録
農
家
が
適
正
な
飼
養
管
理
を
行

い
、
最
長
お
よ
び
最
終
肥
育
地
が
宮
城
県
で
あ
る
こ
と 

③

仙
台
牛
銘
柄
推
進
協
議
会
が
認
め
た
市
場
な
ら
び
に
共
進

会
等
に
出
品
さ
れ
た
も
の 

④
（
公
社
）日
本
食
肉
格
付
協

会
枝
肉
取
引
規
格
が
、
Ａ
５
ま
た
は
Ｂ
５
に
評
価
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
仙
台
牛
の
基
礎
を
築
い
た
の
は
、
昭
和
49
年
に

兵
庫
県
か
ら
導
入
し
た
「
茂し

げ

重し
げ

波な
み

」
号
と
い
う
種
雄
牛
で

す
。
私
た
ち
が
店
頭
で
見
か
け
る
仙
台
牛
の
ほ
と
ん
ど
が

茂
重
波
号
の
血
統
を
引
き
、
宮
城
の
畜
産
に
大
い
に
貢
献

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
茂
重
波
号
が
祖
父
牛
に
あ
た
る
「
茂し

げ
洋ひ

ろ
」
号
は
、
枝

肉
上
物
率
（
４
・
５

等
級
）
で
極
め
て
優

れ
た
結
果
を
出
し
、

他
県
か
ら
も
一
目
置

か
れ
る
存
在
に
な
り

ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
、
茂
洋

号
の
産
子
た
ち
が
全

国
で
も
ト
ッ
プ
の
成

績
を
上
げ
、
活
躍
に

期
待
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
仙
台
牛
は
、
枝
肉
取
引
規
格

で
Ａ
５
ま
た
は
Ｂ
５
ラ
ン
ク
に

格
付
け
さ
れ
た
牛
肉
だ
け
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
格
付
け

は
、
歩
留
等
級
と
肉
質
等
級
の

総
合
評
価
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
歩
留
等
級
‥
‥
Ａ
〜
Ｃ
評
価

　
枝
肉
か
ら
骨
や
余
分
な
脂
肪

な
ど
を
取
り
除
い
た
と
き
の
食

肉
の
割
合
の
こ
と
で
す
。

　
肉
質
等
級
‥
‥
５
〜
１
評
価

　
霜
降
り
の
度
合
い
（
脂
肪
交

雑
）
を
中
心
に
、
肉
の
色
沢
、

肉
の
キ
メ
や
締
ま
り
、
脂
肪
の

色
沢
と
質
の
４
項
目
に
つ
い
て

総
合
的
に
評
価
し
ま
す
。

　
宮
城
県
の
肉
用
牛
飼
養

頭
数
規
模
は
、
１
戸
当
た

り
21
・
５
頭
で
、
全
国
平

均
の
47
・
８
頭
の
半
分
以

下
で
す
。
肉
用
牛
の
飼
養

は
、
北
海
道
・
九
州
・
東

北
で
多
い
の
で
す
が
、
北

海
道
や
九
州
が
大
規
模
な

の
に
対
し
て
、
東
北
は
小

規
模
で
す
。

　

飼
養
農
家
の
皆
さ
ん

が
、
一
頭
一
頭
に
手
間
暇

を
か
け
、
丁
寧
に
育
て
て

い
る
の
で
す
。
ス
ト
レ
ス

を
与
え
な
い
よ
う
飼
養
す

る
こ
と
で
、
肉
質
の
ぶ
れ

が
生
じ
な
い
、
最
高
品
質

の
牛
が
育
ち
ま
す
。

小
規
模
で
目
と
声
と
手
を
か
け
て

　 全国から見た宮城県の肉用牛の
　 位置付け（飼養頭数）

 １ 位　北 海 道　　512,500頭

 ２ 位　鹿児島県　　319,100頭

 ３ 位　宮 崎 県　　243,600頭

 ５ 位　岩 手 県　　  89,600頭

 ７位　宮 城 県　 81,000頭
　　　　　　　　 　　  （平成28年２月１日現在）
   「平成29年３月版  みやぎの畜産」より（宮城県）

茂
重
波
号

本
県
の
畜
産
へ
の
貢
献
を
た
た
え
、
県
畜
産
試

験
場
に
銅
像
が
造
ら
れ
た

他
の
銘
柄
牛
と
の

違
い
は

仙
台
牛
の
格
付
け

仙
台
牛
と
は

偉
大
な
る「
茂
重
波
」号

肉  用  牛 飼養戸数 飼養頭数 1戸当たり
飼養頭数

宮  城  県 3,770戸 81,000頭 21.5頭

全　    国 51,900戸 2,479,000頭 47.8頭

宮城県及び全国の肉用牛飼養戸数、頭数

（平成28年２月１日現在）  「平成29年３月版  みやぎの畜産」より（宮城県）

肉　質　等　級
5 4 3

脂肪交雑 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3

歩
留
等
級

A A5仙台牛  A4仙台黒毛和牛  A3仙台黒毛和牛

B B5仙台牛  B4仙台黒毛和牛  B3仙台黒毛和牛

C C5仙台黒毛和牛 C4 C3

肉　質　等　級
5 4 3 2 1

脂肪交雑 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

銘　
柄　
牛

仙　台　牛 仙台黒毛和牛
神戸ビーフ　

前　沢　牛
米　沢　牛

松　阪　牛
近　江　牛

良
良

　
主
な
産
地
ブ
ラ
ン
ド
牛
の

中
で
も
、
仙
台
牛
は
厳
し
い

基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。
前

沢
牛
・
神
戸
ビ
ー
フ
は
Ａ
５

〜
Ａ
４
、
米
沢
牛
は
Ａ
５
〜

Ａ
３
。
松
阪
牛
に
関
し
て

は
、
肉
質
等
級
の
基
準
を
削

除
し
て
独
自
の
基
準
を
持
っ

て
い
ま
す
。

仙
台
牛
と
呼
ば
れ
る
ま
で

　
生
ま
れ
た
ら
す
ぐ
に

母
牛
の
初
乳
を
飲
ま
せ

ま
す
。
初
乳
に
は
病
気

に
か
か
り
に
く
く
な
る

成
分
（
免
疫
抗
体
）
が

含
ま
れ
、
子
牛
の
疾
病

予
防
の
第
一
歩
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
母
乳
だ
け
で
は
栄
養

が
足
り
な
く
な
る
の
で

少
し
ず
つ
補
助
飼
料
を

与
え
始
め
ま
す
。

　
母
牛
か
ら
離
し
、
近

い
月
齢
の
子
牛
同
士
で

飼
い
始
め
ま
す
。
競
い

合
っ
て
餌
を
食
べ
る
こ

と
で
体
も
大
き
く
な
り

ま
す
。

　
反
す
う
胃
が
急
速
に

発
達
し
て
く
る
こ
と
か

ら
、
粗
飼
料
の
採
食
が

本
格
化
し
ま
す
。
良
質

な
乾
草
を
自
由
採
食
さ

せ
ま
す
。

　
子
牛
市
場
で
競
り
に

か
け
ら
れ
、
肥
育
・
繁

殖
用
素
牛
と
し
て
売
ら

れ
て
い
き
ま
す
。

　

主
に
肥
育
用
素
牛
と

し
て
肥
育
農
家
に
競
り
落

と
さ
れ
た
子
牛
は
、20
カ

月
間
肥
育
さ
れ
ま
す
。

　
育
成
期
は
、
良
質
な

乾
草
、
育
成
用
配
合
飼

料
、
腸
の
働
き
に
効
果

の
あ
る
発
酵
飼
料
な
ど

を
与
え
て
、
食
欲
旺
盛

な
牛
に
育
て
ま
す
。

　
仕
上
げ
期
は
、
ビ
タ

ミ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

配
慮
し
な
が
ら
、
食
い

止
ま
り
を
防
い
で
最
大

限
に
餌
を
食
い
込
ま
せ

ま
す
。

　
良
質
な
霜
降
り
で
、

お
い
し
い
牛
肉
に
な
る

よ
う
、
き
め
細
か
い
飼

養
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

枝
肉
重
量
が
半

身
で
２
５
０
㌔
を

超
え
ま
す
。
仙
台

牛
と
認
め
ら
れ
た

牛
肉
に
は
、
竹
と

ス
ズ
メ
が
施
さ
れ

た
仙
台
牛
印
と
Ａ

５
ラ
ン
ク
印
が
押

さ
れ
ま
す
。

耳標の取り付け
　国内で飼養されている牛
にはすべて、10桁の個体識
別番号が印字された耳標
が取り付けられています。

雄牛の去勢
　４〜５カ月齢で雄牛の睾
丸を切除します。去勢するこ
とで性格が穏やかになり、ホ
ルモンバランスが変わるた
め肉質が柔らかくなります。

　
　
※
み
や
ぎ
の
肉
用
牛
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
事
業
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
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登
米
市
中
田
町
の
（
有
）
Ｎエ

ヌ
・
Ｏオ

ー
・
Ａエ

ー
代

表
取
締
役
の
高
橋
良
さ
ん
（
65
）
は
、
昭
和

56
年
か
ら
和
牛
繁
殖
に
取
り
組
み
始
め
、
現

在
は
親
牛
１
３
０
頭
を
飼
養
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
登
米
和
牛
育
種
組
合
長
と
い
う
顔

を
持
ち
、
毎
年
の
よ
う
に
宮
崎
・
鹿
児
島
・

大
分
の
畜
産
共
進
会
を
め
ぐ
っ
て
は
、
出
品

農
家
の
実
態
把
握
、
管
理
技
術
の
習
得
に
努

め
て
き
ま
し
た
。

　

登
米
市
の
協
力
を
得
て
か
ら
は
、「
和
牛

に
か
け
る
熱
い
思
い
、
牛
を
作
り
上
げ
る
高

　
全
共
宮
城
大
会
開
催
に
向
け
、
前
回
の
長

崎
大
会
以
降
、
宮
城
で
は
出
品
対
策
を
講
じ

て
き
ま
し
た
。
和
牛
生
産
者
、
全
農
み
や
ぎ

畜
産
部
、
県
機
関
、
Ｊ
Ａ
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮

城
の
ほ
か
各
種
協
会
や
協
議
会
な
ど
関
係
団

体
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
地
区
出
品
技
術
向
上
研
修
会

や
候
補
牛
選
抜
会・斡
旋
会
、
集
合
調
査
会
、

巡
回
調
査
、
本
番
を
意
識
し
た
プ
レ
全
共
な

ど
を
実
施
し
、
日
本
一
獲
得
の
た
め
に
着
々

と
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
出

品
申
し
込
み
、地
区
選
抜
会
や
最
終
選
考
会
、

出
品
牛
集
合
指
導
会
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
気
持
ち
が
引
き
締
ま
り
ま
す
。

い
技
術
に
実
際
に
触
れ
る
こ
と
が
勉
強
に
な

る
」
と
、
地
域
の
後
継
者
５
人
ず
つ
を
宮
崎

県
の
畜
産
共
進
会
に
派
遣
。高
橋
代
表
は「
全

共
を
通
し
て
牛
の
評
価
を
上
げ
よ
う
と
意
識

を
高
め
る
こ
と
が
、
さ
ら
に
良
い
仙
台
牛
を

作
り
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
」と
話
し
ま
す
。

　

高
橋
代
表
は
、
県
全
共
実
行
委
員
会
の

出
品
対
策
副
部
長
と
し
て
、
全
共
用
に
牛
を

仕
上
げ
る
た
め
に
立
ち
姿
勢
の
矯
正
や
、
被

毛
の
作
り
込
み
、
飼
料
給
与
体
系
の
確
立
、

調
教
な
ど
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
見
た
目
を

作
り
上
げ
て
い
く
技
術
の
習
得
は
、
繁
殖
農

家
の
生
産
・
改
良
意
欲
の
増
進
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
高
橋
代
表
は
「
九
州
勢
を
捉
え
、
宮
城
か

ら
日
本
一
を
出
す
」
と
さ
ら
に
気
持
ち
を
引

き
締
め
ま
す
。

　
「
安
全
・
安
心
で
食
べ
て
お
い
し
い
の
は

も
ち
ろ
ん
、
最
高
品
質
を
誇
る
仙
台
牛
生

産
に
力
を
注
い
で
い
る
」
と
話
す
、
角
田
市

の
馬
場
茂
さ
ん
（
62
）。
黒
毛
和
種
の
肥
育

牛
８
５
０
頭
、
繁
殖
牛
１
２
０
頭
ほ
ど
を
飼

養
す
る
繁
殖
肥
育
一
貫
経
営
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
み
や
ぎ
仙
南
農
協
肥
育
牛
部
会

長
、
み
や
ぎ
仙
南
農
協
角
田
肉
牛
部
会
長

と
し
て
、
20
年
ほ
ど
地
域
の
仙
台
牛
生
産
を

け
ん
引
し
て
き
ま
し
た
。
馬
場
さ
ん
は
「
部

会
で
は
、
肥
育
技
術
の
確
認
と
さ
ら
な
る
研

さ
ん
を
目
的
に
２
カ
月
に
１
回
勉
強
会
を

実
施
し
、共
に
励
ん
で
き
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
今
回
の
全
共
は
地
元
開
催
で
、
宮
城
に

と
っ
て
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
。
仙
台
牛
は
格

付
け
が
厳
し
く
、
最
高
ラ
ン
ク
の
牛
肉
な
の

で
、
Ｐ
Ｒ
に
も
力
が
入
る
」
と
馬
場
さ
ん
。

各
都
道
府
県
の
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
優

秀
な
牛
が
一
堂
に
会
す
る
中
、
必
ず
宮
城
か

ら
日
本
一
を
獲
り
た
い
と
い
い
ま
す
。

　
馬
場
さ
ん
は
「
全
共
ま
で
数
カ
月
。
最
大

限
の
力
で
臨
み
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
宮
城
大
会

開
催
概
要

■
主　
　
催

公
益
社
団
法
人
全
国
和
牛
登
録
協
会

■
運
営
主
体

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
宮
城
県
実
行

委
員
会

■
開
催
期
間 〈
５
日
間
〉

平
成
29
年
９
月
７
日（
木
）〜
９
月
11
日（
月
）

■
開
催
場
所

種
牛
の
部 

会
場
：
夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ

肉
牛
の
部 

会
場
：
仙
台
市
中
央
卸
売
市
場

　
　
　
　

 　
　
　
食
肉
市
場

■
出
品
頭
数

種
牛
の
部
：
３
３
４
頭
（
う
ち
宮
城
か
ら
20
頭
）

肉
牛
の
部
：
１
８
３
頭
（
う
ち
宮
城
か
ら
8
頭
）

合　
　
計
：
５
１
７
頭

全
共
用
牛
づ
く
り
に
尽
力
し

仙
台
牛
の
評
価
ア
ッ
プ
を
図
る

 

高
橋　
良
さ
ん
（
登
米
市
）

オ
ー
ル
宮
城
の

取
り
組
み
と
し
て

日
本
一
獲
得
で

名
実
と
も
に
最
高
ラ
ン
ク
牛
に

馬
場　
茂
さ
ん
（
角
田
市
）

「オール宮城の中で一役を担いたい」と高橋代表

本番を意識して1年前に行われたプレ全共（種牛の部）

関係機関による巡回調査での体測の様子（肉牛の部）
肉質向上にも力が入ります

エコー調査では画像を解析し、サシの入り
具合などの肉質調査が行われます

巡回調査ではエコー調査も行われます（肉牛の部）

「全共を通して仙台牛をPRしていきたい」と馬場さん

仙
　台
　湾

↑
盛
岡

←福
島

45

45

4
中野
栄駅

陸前
高砂
駅福田町駅

JR仙石線

地下鉄東西線

←仙台市街

多賀
城駅

【種牛の部 会場】
夢メッセみやぎ

【肉牛の部 会場】
仙台市中央卸売市場食肉市場

産
業
道
路

イオン

フェリー
ターミナル

キリンビール
仙台工場

GS

GS

NTT
三井アウトレット

パーク
中央公園

↑
塩
釡三

陸
　
　自
動
車
道

仙台港IC

仙台港北IC

仙台東IC
↓仙台空港 仙台空港↓

荒井駅

全共宮城大会
マスコットキャラクター

「牛
うし

政
まさ

宗
むね

」くん

　
今
年
９
月
、「
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
も

呼
ば
れ
る
「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
（
以
下

「
全
共
」）」
の
第
11
回
大
会
が
宮
城
県
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
５
年
に
一
度
、
全
国
各
地
か
ら
選
抜
さ
れ

た
和
牛
が
一
堂
に
会
し
、
そ
の
優
秀
性
を
競

う
大
会
で
、
こ
こ
で
日
本
一
と
な
れ
ば
和
牛

ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
を
一
挙
に
引
き
上
げ
ま
す
。

　
和
牛
生
産
者
、生
産
者
団
体
、県
や
市
町
村
、

関
係
機
関
が
一
つ
に
な
っ
た
「
オ
ー
ル
宮
城
」

で
大
会
に
臨
み
、仙
台
牛
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、

日
本
一
獲
得
を
狙
い
ま
す
。

仙台牛  にかける

特 集 伝えたい宮城の味
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本
組
合
は
平
成
29
年
３
月
17
日
、
大
和
町
の
「
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
」
で
第
４
回

臨
時
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
、
佐
藤
敬
組
合
長
が
あ
い
さ
つ

を
述
べ
、
そ
の
後
、
議
長
に
加
美
町
の
三
嶋
秀
二
郎
総
代
を
選
出
し
、
議
事
に
入

り
ま
し
た
。
議
事
で
は
、
７
議
案
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

出席人数
総 代 数　300人
本人出席　240人
書面出席　  51人

第
４
回
臨
時
総
代
会
開
催

    
全
７
議
案
が
可
決

Ｑ 

す
べ
て
の
議
案
に
あ
る
附
帯
決
議
で
、
軽
微
な
修
正
等
の

必
要
が
生
じ
た
場
合
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
理
事
会
に
一
任
す

る
と
あ
る
が
、
理
事
会
で
承
認
さ
れ
れ
ば
い
い
の
か
。

A 

総
代
会
が
最
高
の
議
決
機
関
で
は
あ
り
ま
す
が
、
軽
微
な

字
句
等
の
修
正
な
ど
は
執
行
機
関
で
あ
る
理
事
会
に
一
任
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

Ｑ 

職
員
給
与
規
則
等
に
つ
い
て
、
県
職
員
並
み
の
対
応
を

と
っ
て
組
合
の
運
営
は
大
丈
夫
な
の
か
。

A 

給
与
規
則
等
の
一
部
改
正
は
、
県
に
準
じ
て
通
勤
の
た
め

に
高
速
自
動
車
道
等
を
常
時
利
用
す
る
職
員
に
対
応
し
た
も
の

で
す
。
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
人
事
異
動
も
必
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
改
正
に
な
り
ま
す
。

Ｑ 

業
務
収
支
予
算
の
変
更
に
係
る
支
出
に
つ
い
て
、
退
職
金

の
金
額
が
高
額
だ
が
、
何
名
辞
め
て
何
名
補
充
す
る
の
か
。

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
の
か
。

A 

退
職
者
は
11
人
（
途
中
退
職
者
含
む
）
、
新
規
採
用
職
員

は
事
務
職
４
人
、
獣
医
職
５
人
で
す
。
獣
医
師
は
、
全
国
的
に

不
足
し
て
い
ま
す
が
、
定
期
的
な
採
用
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
第
６
号
議
案
】 

平
成
28
年
度
業
務
収
支
予
算
及
び
家
畜
診
療
所

収
支
予
算
の
変
更
に
つ
い
て

当
初
予
算
に
対
し
て
修
正
が
生
じ
た
た
め
変
更
し
ま
す
。

【
第
７
号
議
案
】 

平
成
28
年
度
余
裕
金
預
入
先
金
融
機
関
の
承
認

に
つ
い
て

余
裕
金
預
入
先
金
融
機
関
に
１
金
融
機
関
を
追
加
し
ま
す
。

臨
時
総
代
会
で
承
認
さ
れ
た
議
案

【
第
１
号
議
案
】 

共
済
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

 
麦
の
共
済
細
目
書
の
提
出
期
限
等
につ
い
て
一
部
を
変
更
し
ま
す
。

【
第
２
号
議
案
】 

家
畜
共
済
危
険
段
階
共
済
掛
金
標
準
率
等
の
設

定
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
か
ら
適
用
す
る
掛
金
率
に
つ
い
て
組
合
員
の
被
害
率

を
基
礎
と
し
て
設
定
し
ま
す
。

【
第
３
号
議
案
】 

畑
作
物
共
済（
蚕
繭
）危
険
段
階
基
準
共
済
掛
金

率
の
設
定
に
つ
い
て

平
成
29
年
産
か
ら
適
用
す
る
掛
金
率
に
つ
い
て
組
合
員
の
被
害
率

を
基
礎
と
し
て
設
定
し
ま
す
。

【
第
４
号
議
案
】 

園
芸
施
設
共
済
危
険
段
階
基
準
共
済
掛
金
率
の

設
定
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
か
ら
適
用
す
る
掛
金
率
に
つ
い
て
料
率
地
域
区
分
ご

と
の
組
合
員
の
被
害
率
等
を
基
礎
と
し
て
設
定
し
ま
す
。

【
第
５
号
議
案
】 

職
員
給
与
規
則
等
の一部
改
正
に
つ
い
て

通
勤
に
高
速
料
金
の
負
担
を
常
例
と
し
て
い
る
職
員
に
対
応
す
る

た
め
、職
員
給
与
規
則
等
の
一
部
を
変
更
し
ま
す
。

議長を務めた三嶋秀二郎総代

主
な
質
問
・
意
見

 

平
成
29
年
３
月
31
日
付
け
で
９
人
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

　
大
　
石
　
武
　
志	

本　
　
　
　
所

　
　
※
県
南
セ
ン
タ
ー
専
門
技
術
員　
　
［
4
月
1
日
付
再
雇
用
］

　
東
海
林
政
良	

本　
　
　
　
所

　
　
※
本
所
総
務
部
企
画
情
報
課
専
門
員
［
4
月
1
日
付
再
雇
用
］

　

神
　
崎
　
文
　
弘	

県
南
支
所

　

佐
　
藤
　
行
　
雄	

県
南
支
所

　

菊
　
地
　
　
　
勉	

県
南
支
所

　
　
※
県
南
支
所
建
物
農
機
具
課
専
門
員
［
4
月
1
日
付
再
雇
用
］

　

足
　
利
　
栄
　
勝	

亘
理
名
取
支
所

　

中
　
村
　
悦
　
生	

迫

支

所

　

阿
　
部
　
正
　
展	

石
巻
支
所

　

山
　
口
　
　
　
猛	

中
央
セ
ン
タ
ー

 

平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

（　
）
内
は
旧
所
属

本　
　
　
　
所

　
監

査

室

長	

大
　
内
　
　
　
実	

（
宮
城
中
央
支
所
）

　
総
務
部
経
理
課
長	

榊
　
原
　
靖
　
視	

（
栗
原
支
所
）

　
農
産
部
農
産
課
長	

櫻
　
　
　
正
　
廣	

（
迫

支

所
）

　
農
産
部
果
樹
園
芸
課
長	

菊
　
地
　
雅
　
彦	

（
亘
理
名
取
支
所
）

　
総
務
部
企
画
情
報
課
主
幹	

佐
　
藤
　
明
　
夫	

（
迫

支

所
）

　
総
務
部
企
画
情
報
課
課
長
補
佐	

千
　
葉
　
良
　
博	

（
大
崎
支
所
）

　
建
物
農
機
具
部
建
物
課
課
長
補
佐	

熊
　
谷
　
　
　
等	

（
栗
原
支
所
）

　
総
務
部
総
務
課
総
務
係
長	

高
　
橋
　
直
　
樹	

（
迫

支

所
）

　
農
産
部
農
産
課
主
事	

小
田
嶋
裕
太	

（
県
南
支
所
）

 

職
員
人
事

お
世
話
に
な
り
ま
し
た　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す石

巻
支
所

　
家
畜
課
課
長
補
佐	

千
　
葉
　
博
　
文	

（
迫

支

所
）

　
農
産
園
芸
課
主
事	

赤
　
井
　
彩
　
華	
（
宮
城
中
央
支
所
）

県
南
セ
ン
タ
ー

　
損
防
課
長
補
佐	

坂
　
井
　
　
　
靖	
（
中
央
セ
ン
タ
ー
）

中
央
セ
ン
タ
ー

　
所　
　
　
　
　
　
　
長	

吉
目
木
勝
策	

（
研

修

所
）

　
診
療
課
技
術
主
査	

平
　
間
　
拓
　
栄	

（
県
北
セ
ン
タ
ー
）

県
北
セ
ン
タ
ー

　
診

療

課

技

師	

黒
　
岩
　
朋
　
子	

（
中
央
セ
ン
タ
ー
）

　
損

防

課

技

師	

小
　
堤
　
晃
　
博	

（
県
南
セ
ン
タ
ー
）

研

修

所

　
所　
　
　
　
　
　
　
長	

鈴
　
木
　
利
　
行	

（
中
央
セ
ン
タ
ー
）

　
診
療
指
導
課
技
術
主
査
兼
中
央
セ
ン
タ
ー
兼
本
所
家
畜
部
家
畜
課

	

加
　
納
　
茂
　
太	

（
県
北
セ
ン
タ
ー
）

 

平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
で
９
人
の
職
員
を
新
規
採
用
し
ま
し
た
。

県
南
支
所

　
農
産
園
芸
課
副
主
事	

吉
　
田
　
一
　
将

大
崎
支
所

　
建
物
農
機
具
課
副
主
事	

阿
　
部
　
杏
　
菜

栗
原
支
所

　
農
産
園
芸
課
副
主
事	

平
　
賀
　
　
　
海

迫

支

所

　
家
畜
課
副
主
事	

金
　
谷
　
勇
　
佑

研

修

所

　
診
療
指
導
課
技
師	

中
鉢
友
紀
乃

　
診
療
指
導
課
技
師	

前
　
道
　
一
　
貴

　
診
療
指
導
課
技
師	

近
　
藤
　
大
　
祐

　
診
療
指
導
課
技
師	

樋
　
口
　
大
　
輝

　
診
療
指
導
課
技
師	

地
主
真
実
子

県
南
支
所

　
農
産
園
芸
課
長	

伊
　
深
　
安
　
信	

（
本　
　
　
所
）

　
家
畜
課
課
長
補
佐	

佐
　
藤
　
　
　
浩	

（
亘
理
名
取
支
所
）

　
農
産
園
芸
課
主
事	

佐
　
藤
　
啓
　
太	

（
本　
　
　
所
）

宮
城
中
央
支
所

　
支

所

長	

遠
　
藤
　
和
　
浩	

（
本　
　
　
所
）

　
建
物
農
機
具
課
課
長
補
佐	

工
　
藤
　
新
　
喜	

（
六
の
国
支
所
）

　
建
物
農
機
具
課
農
機
具
共
済
係
長	

佐
々
木
亜
希
子	

（
本　
　
　
所
）

亘
理
名
取
支
所

　
建
物
農
機
具
課
長	

佐
　
藤
　
利
　
晴	

（
県
南
支
所
）

　
農
産
園
芸
課
課
長
補
佐	

沼
　
田
　
　
　
博	

（
宮
城
中
央
支
所
）

　
建
物
農
機
具
課
課
長
補
佐	

佐
　
藤
　
伸
　
夫	

（
本　
　
　
所
）

六
の
国
支
所

　
支

所

長	

佐
々
木
広
悦	

（
迫

支

所
）

　
農
産
園
芸
課
審
査
役	

佐
　
藤
　
伸
　
二	

（
迫

支

所
）

　
建
物
農
機
具
課
審
査
役	

浅
　
野
　
宏
　
明	

（
宮
城
中
央
支
所
）

　
家
畜
課
課
長
補
佐	

佐
　
藤
　
利
　
浩	

（
栗
原
支
所
）

　
家
畜
課
課
長
補
佐	

加
　
藤
　
光
　
城	

（
大
崎
支
所
）

大
崎
支
所

　
農
産
園
芸
課
審
査
役	

高
　
橋
　
和
　
年	

（
石
巻
支
所
）

　
総

務

課

主

事	

佐
々
木
　
　
彩	

（
本　
　
　
所
）

栗
原
支
所

　
総
務
課
課
長
補
佐	

及
　
川
　
愛
　
美	

（
迫

支

所
）

　
建
物
農
機
具
課
建
物
共
済
係
長	

佐
　
藤
　
秀
　
俊	

（
大
崎
支
所
）

迫

支

所

　
支

所

長	

澁
　
谷
　
栄
　
一	

（
六
の
国
支
所
）

　
家

畜

課

長	

長
　
江
　
達
　
哉	

（
六
の
国
支
所
）

　
農
産
園
芸
課
審
査
役	

今
　
野
　
英
　
治	

（
石
巻
支
所
）

　
総
務
課
総
務
・
広
報
係
長	

浅
野
ゆ
か
り	

（
栗
原
支
所
）

　
建
物
農
機
具
課
建
物
共
済
係
長	

境
　
野
　
政
　
義	

（
大
崎
支
所
）
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家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

　
大
豆
は
、
発
芽
期
か
ら
収
穫
ま
で
気
象
・
土
壌
の
影
響

を
受
け
や
す
く
、
収
穫
量
が
不
安
定
で
す
。

　
加
入
す
る
際
は
、
引
受
方
式
や
単
位
当
た
り
共
済
金
額

（
１
㌕
当
た
り
補
償
単
価
）
を
選
択
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
単
位
当
た
り
共
済
金
額
は
、
経
営
所
得
安
定
対

策
の
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
を
交
付
申
請
す
る
農
業

者
と
、
交
付
申
請
し
な
い
農
業
者
で
異
な
り
ま
す
。
交
付

申
請
の
有
無
を
確
認
し
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　
補
償
内
容
等
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。ご
不
明
な
点
は
、

最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

渥
美　

孝
雄	（
仙
台
市
）

石
川　

則
彦	（
蔵
王
町
）

市
川　

雅
朗	（
大
崎
市
）

伊
東　

和
典	（
栗
原
市
）

氏
家　

賢
一	（
東
松
島
市
）

氏
家　

浩
徳	（
大
崎
市
）

遠
藤　

貴
平	（
加
美
町
）

大
江　

義
之	（
栗
原
市
）

小
笠
原
宏
幸	（
白
石
市
）

小
熊　

智
和	（
大
河
原
町
）

金
田　

義
之	（
仙
台
市
）

川
崎　

忠
二	（
登
米
市
）

菅
野　

芳
男	（
大
郷
町
）

菊
地　

忠
雄	（
白
石
市
）

日
下　

勝
彦	（
登
米
市
）

葛
岡　

郁
郎	（
大
崎
市
）

熊
谷　

敏
信	（
栗
原
市
）

小
谷　
　

清	（
涌
谷
町
）

小
西　

和
典	（
大
河
原
町
）

今
野　

清
勝	（
大
和
町
）

西
條　

一	（
登
米
市
）

齋
藤　

正
壽	（
加
美
町
）

佐
郷　

重
徳	（
大
崎
市
）

佐
竹　

寿
弘	（
栗
原
市
）

佐
藤
砂
登
史	（
登
米
市
）

佐
藤　

尚
樹	（
登
米
市
）

佐
藤　

秀
麿	（
石
巻
市
）

佐
藤　

道
義	（
蔵
王
町
）

渋
谷　

亮
平	（
加
美
町
）

首
藤　
　

正	（
石
巻
市
）

菅
原　

真
哉	（
登
米
市
）

菅
原　

通
正	（
栗
原
市
）

鈴
木　

啓
司	（
美
里
町
）

鈴
木　

正
一	（
大
崎
市
）

髙
橋　

克
仁	（
栗
原
市
）

高
橋　

清
治	（
大
崎
市
）

高
橋　

聖
大	（
仙
台
市
）

田
中　
　

裕	（
栗
原
市
）

千
葉　

正
寛	（
登
米
市
）

沼
津　

敬
治	（
美
里
町
）

芳
賀　

隆
治	（
南
三
陸
町
）

畑
山　
　

諭	（
登
米
市
）

早
坂　

雅
孝	（
石
巻
市
）

平
野　

哲
夫	（
大
崎
市
）

福
地　

重
雄	（
角
田
市
）

堀　
　

仁
美	（
蔵
王
町
）

南
舘　

君
夫	（
登
米
市
）

武
蔵　

昌
文	（
大
崎
市
）

森
重　

大
作	（
仙
台
市
）

矢
﨑　
　

薫	（
大
崎
市
）

谷
津　
　

實	（
白
石
市
）

横
田　

明
子	（
東
松
島
市
）

渡
辺　

昭
夫	（
大
崎
市
）

五
十
音
順
、
敬
称
略

各加入方式の特徴
引受方式 一筆方式 半相殺方式 全相殺方式

加入要件 大豆を10a以上栽培している方

大豆を10a以上栽培して
いる方で、ＪＡ等の出荷
伝票により収穫量が概ね
全量把握でき、今後も同
様に出荷及びその数量が
把握できる方

補償の単位 耕地単位 農家単位

補償割合 7割補償 8割補償 9割補償
補償される

期間
発芽期（移植するものは移植期）から収穫（通常の圃場乾燥期間
も含む）をするときまで

補償される
共済事故

風水害、干害、冷害、地震、噴火等の気象上の原因による災害、火災、
病虫害、鳥獣害

基準収穫量
の設定方法

耕地の土地条件、栽培状況等を勘案し
て、一筆ごとに設定し、一筆ごとの面
積を重みとした加重平均が県から指示
された単収の範囲内になるように修正
します。

原則として過去5年間の
出荷実績をもとに設定
し、必要に応じて土地条
件などを参酌して修正を
行います。

損害評価
方法

評価員による悉皆調査、評価会委員等
による実測調査を実施し、損害高を算
定します。

ＪＡ等の出荷伝票のデー
タをもとに評価します。

共済金が
支払われる

場合

被害耕地に係る減
収量が、その耕地
の 基 準 収 穫 量 の 
３割を超える場合

農家ごとに被害耕
地の減収量の合計
が、農家合計の基
準収穫量の２割を
超える場合

ＪＡ等の出荷量等を調査
した結果、農家の減収量
がその農家の基準収穫量
の１割を超える場合

共済金
支払時期 　作付翌年の２月ごろになります 作付翌年の４月ごろに

なります

加入申込
期間

4月20日から6月10日まで
（最寄りの支所へお申し込みください）

共済掛金等
の払込期限

7月20日
（払込期限を過ぎて納入された場合、共済関係を解除します）

※�土壌管理、肥培管理の粗放など、共済事故以外の原因と認められる減収があっ
た場合は分割評価を行います。

備
え
を
万
全
に
す
る
た
め

大
豆
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

平
成
29
年
度
指
定
獣

医
師
を
紹
介
し
ま
す

（　
）内
は
診
療
施
設
の
所
在
地

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

　“

安
い
掛
金
で
大
き
な
補
償„

が
得
ら
れ
る
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済

『
住
ま
い
る
』。
現
在
、
予
約
加
入
推
進
期
間
中
で
す
。
万
一
の
災
害
の

『
備
え
』
に
、
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　新
築
住
宅
へ
の
火
災
報
知
器
設
置
が
義
務
付
け（
平
成
18
年
６
月
）

に
な
っ
て
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
（
既
存
住
宅
へ
の
義
務

付
け
は
平
成
20
年
６
月
（
宮
城
県
内
の
全
市
町
村
）
で
し
た
の
で
、

間
も
な
く
10
年
で
す
）。
電
池
の
消
耗
を
確
認
し
て
い
ま
す
か
。
定

期
的
に
動
作
点
検
を
し
て
、
も
し
も
の
火
災
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

の 
建物共済 火災／総合 加入推進中

の 
建物共済 加入推進中

▼わが家の加入額を再チェック！▼
加入例1住宅資金を借りていても

建物共済に加入できます。3

加入するなら
NOSAIの建物共済「　　　　 」4

他の保険へ 2,000 万円
加入している場合は…2

加入される物件が50坪で、5人家族の場合。

3,000万円
再取得価格
60万円×50坪

●建物

－ ＝

2,000万円
共通家具および
5人家族分の個人家具

●家具類

5,000万円

●合わせて

　建物・家具類合わせて3,000万円が評価額よ
り不足しています。他に保険を掛けていても、
評価額以内の加入であれば、万一の場合でも共
済金の支払対象となります。

　3,000万円で新築し、住宅資金2,000万円の
融資を受け、自己資金1,000万円の場合。

　このように融資を受けた家の保険には、満
額まで加入されていないケースが見受けられ
ます。NOSAIの建物共済で不足した部分を加
入して、万全を期しましょう。
評価額 5,000万円－融資相当額の保険 2,000
万円＝3,000万円まで加入できます。

建物の評価額
3,000万円

評価額
5,000万円

おすすめ額
3,000万円

融資額相当の火災保険
2,000万円

自己資金1,000万円

家族の家具類2,000万円

不
足
分

家具類の評価額
2,000万円

他社への加入額
2,000万円

同
様
に

同
様
に

➡

掛金は

120

100

80

60

40

20
0

（件）

事故原因
自然災害
127件

火　災
93件

飛　来
51件

落　雷
48件

その他
24件

【平成28年度支払い分】【平成28年度支払い分】

支払総額 5億136万円支払総額 5億136万円

建物共済『　　　　』県内の支払件数調べ

物体の落下・
飛来・衝突

自然災害 火災 落雷

　自然災害以外で、
物体が建物外部から
落下・飛来・衝突お
よび倒壊して、損害
を受けた場合。

　自宅からの出火は
もちろん、もらい火
も対象になります。

　落雷で住宅設備
（家具類に加入して
いれば、家電製品も
対象）が、損害を受
けた場合。

火災共済……9,700円
総合共済……26,500円（臨時費用担保特約付）
で1,000万円の補償が得られます。（一般住宅の場合）

詳しくはNOSAI部長さんに配布していた
だくパンフレットをご覧ください。

ワ
ンポ

イント

（総合共済加入で 対象になります。）（総合共済加入で 対象になります。）

　地震・風・水・雪
害や地すべりなどの
自然災害によって、
損害を受けた場合。

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済
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2

1千田園芸のスタッフ（右から2番目が繁さん、3番目が滋紀さん）2長年選抜してできたベルフラワー
3千田園芸オリジナルのタグ 45出荷に向けて作業するスタッフ

　
仙
台
市
太
白
区
富
沢
南
の
小
池
義
仁
さ

ん
（
37
）
は
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
９
棟
（
90

㌃
）
で
20
品
目
を
超
え
る
野
菜
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
中
で
も
パ
セ
リ
栽
培
は
、

父
・
仁じ

ん

市い
ち

さ
ん
（
68
）
の
代
か
ら
続
き
、

今
年
で
42
年
目
。
義
仁
さ
ん
は
「
一
年
を

通
し
て
安
全
・
安
心
で
、
安
定
し
た
収
量

を
確
保
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
義
仁
さ
ん
は
、
東
京
都
内
の
一
般
企
業

に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
結
婚
を
機
に
退

職
。
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
平
成
20
年
４
月
に

就
農
し
ま
し
た
。
現
在
、
妻
・
奈
美
子
さ

ん
（
36
）
、
仁
市
さ
ん
、
母
・
宣
子
さ
ん

（
65
）
と
と
も
に

野
菜
栽
培
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
パ
セ
リ
は
、
12
月

と
３
月
の
年
２
回
、

ハ
ウ
ス
５
棟
を
利
用

し
て
播
種
。
義
仁
さ

ん
は
「
播
種
期
を

３
カ
月
ず
ら
す
こ
と

で
、
端
境
期
を
作
ら

ず
、
年
間
を
通
し
て

安
定
的
に
出
荷
で

き
る
」
と
話
し
ま
す
。

　
病
害
虫
防
除
で
は
、
パ
セ
リ
が
生
食
中

心
で
あ
る
こ
と
に
配
慮
し
、
殺
虫
剤
、
殺

菌
剤
の
使
用
を
必
要
最
低
限
に
抑
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
灌
水
で
は
直
接
葉
に
当

て
る
こ
と
な
く
、
専
用
の
散
水
ホ
ー
ス
を

使
っ
て
土
に
浸
透
さ
せ
、
病
気
の
誘
発
を

防
い
で
い
ま
す
。

　
主
な
出
荷
先
は
、
仙
台
市
場
や
大
型
量

販
店
の
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
、
義
仁
さ
ん
は

「
現
在
の
栽
培
面
積
を
維
持
し
な
が
ら
、

よ
り
安
定
し
た
経
営
を
目
指
し
た
い
」
と

意
気
込
み
を
口
に
し
ま
す
。

▲結婚を機に就農し、栽培に取り組む小池夫妻

　
登
米
市
中
田
町
の
有
限
会
社
Ｎ
・
Ｏ
・

Ａ
（
高
橋
良
代
表
取
締
役
・
65
歳
）
は
、

排
水
が
悪
い
た
め
に
借
り
手
が
付
か
な
い

圃
場
に
自
前
で
暗あ

ん

渠き
ょ

排
水
を
施
し
、
農
地

の
汎
用
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
農
作
業
受
委
託
で
は
こ
れ
ま
で
、
貸
し

手
が
望
む
「
全
圃
場
委
託
」
と
、
借
り
手

が
望
む
「
好
条
件
圃
場
の
み
受
託
」
と
、

条
件
に
相
違
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　
「
誰
か
が
地
域
の
農
地
活
用
を
図
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
」
と
高
橋
代
表
。
「
貸
し

手
に
許
可
を
も
ら
い
、
受
託
側
が
耕
作
し

や
す
い
圃
場
環
境
に
整
備
さ
せ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
お
互
い
に
と
っ
て
有
益
に
な

る
」
と
話
し
ま
す
。

　

同
社
は
、
畜
産
部
門
で
黒
毛
和
種
の

親
牛
１
３
０
頭
を
飼
養
。
飼
料
用
作
物
の

確
保
が
不
可
欠
で
、
こ
れ
ま
で
苦
労
し
て

い
ま
し
た
。
高
橋
代
表
は
「
当
面
は
草
地

と
し
て
利
用
し
、
畜
産
経
営
に
生
か
し
た

い
」
と
、
新
た
に
増
え
る
予
定
の
農
地
を

草
地
と
し
て
生
か
す
こ
と
に
期
待
を
高
め

ま
す
。

　
暗
渠
排
水
の
施
工
は
、
今
年
が
初
め
て

で
、
３
日
ほ
ど
掛
け
て
１
・
４
㌶
に
暗
渠

パ
イ
プ
、
も
み
殻
を
埋
め
込
み
ま
し
た
。

高
橋
伸
専
務
（
40
）
は
「
弾
丸
暗
渠
も
入

れ
る
計
画
で
は
あ
る
が
、
溝
を
乾
か
し
て

土
を
埋
め
戻
せ
ば

お
お
か
た
完
成
」
と

話
し
ま
す
。

　
「
地
域
の
農
地
を

集
積
し
た
だ
け
で

は
意
味
が
な
い
。
資

源
循
環
型
農
業
に

地
域
農
業
の
未
来

を
見
据
え
て
い
き
た

い
」
と
高
橋
代
表
は

話
し
ま
す
。

　
「
鉢
花
や
苗
は
見
た
目
の
き
れ
い
さ
も

あ
る
が
、
育
て
る
楽
し
み
も
あ
る
。
そ
こ

に
目
を
向
け
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
、

栗
原
市
金
成
の
千
田
繁
さ
ん
（
36
）
。
父

親
の
滋し

げ

紀き

さ
ん
（
63
）
と
と
も
に
「
千
田

園
芸
」
で
鉢
花
を
手
掛
け
、
魅
力
を
発
信

し
よ
う
と
努
め
て
い
ま
す
。

　　

千
田
園
芸
は
、
滋
紀
さ
ん
が
40
年
前

に
開
園
し
、
ハ
ウ
ス
千
坪
で
20
種
類
の
鉢

花
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
春
は
ベ
ル
フ
ラ

ワ
ー
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
サ
ル
ビ
ア
、

冬
は
シ
ク
ラ
メ
ン
を
中
心
に
手
掛
け
、
仙

台
を
は
じ
め
東
北
、
関
東
、
中
部
地
方

に
年
間
８
万
鉢
を
出
荷
す
る
ほ
か
、
地

元
の
産
直
市
場
「
あ
ぐ
り
っ
こ
金
成
」
で

販
売
。
ま
た
、
ナ
ス
や
ト
マ
ト
の
苗
販
売

や
、
水
稲
採
種
圃
２
・
１
㌶
で
の
種
子
生

産
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
シ
ク
ラ
メ
ン
は
、
12
月
に
種
を
播
き
、

３
月
と
５
月
に
植
え
替
え
を
実
施
。
10
月

下
旬
に
出
荷
し
ま
す
。
ほ
か
の
鉢
物
に
比

べ
て
栽
培
期
間
が
長
い
た
め
、
水
稲
栽
培

と
作
業
が
重
な
る
こ
と
が
多
く
、
パ
ー
ト

２
人
を
雇
っ
て
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　
病
害
虫
防
除
で
は
、
ど
の
品
種
に
も
小

ま
め
に
薬
剤
を
散
布
。
水
や
施
肥
量
、
温

度
管
理
は
、
品
種
に
よ
っ
て
違
う
た
め
、

気
が
抜
け
ま
せ
ん
。
特
に
、
与
え
る
水
の

量
で
生
育
に
差
が
出
る
た
め
、
注
意
を

払
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
鉢
花
に
も
流
行
が
あ
り
、
昔
は
大
き

く
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
花
が
好
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
今
は
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

ま
っ
た
小
鉢
が
好
ま
れ
、
寄
せ
植
え
を
楽

し
ま
れ
る
お
客
さ
ま
が
増
え
て
い
る
よ
う

で
す
」
と
繁
さ
ん
。
「
栽
培
技
術
の
向
上

に
努
め
、
品
質
の
良
い
商
品
を
提
供
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
販
売
方
法
に
も
工
夫

を
凝
ら
し
、
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま
に
喜

ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
今
の
規
模
を
維
持
し
な
が
ら
、
市
場

動
向
に
合
わ
せ
た
商
品
、
お
客
さ
ま
に

と
っ
て
最
良
の
商
品
を
届
け
て
い
き
た

い
」
と
意
欲
を
燃
や
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
／

　
千
田
園
芸 

☎
０
２
２
８‒

４
４‒

２
７
０
８

▲溝に敷いた暗渠パイプの上にもみ殻をかけていきます

4

地　域
の

話 題

地　域
の

話 題

排
水
改
善
し

農
地
の
利
用
価
値
を
高
め
る

有
限
会
社 

Ｎエ
ヌ
・
Ｏオ
ー
・
Ａエ
ー

（
登
米
市
）

端
境
期
作
ら
ず
安
定
出
荷
を

小
池　
義よ
し
仁ひ
と

さ
ん
（
仙
台
市
）

鉢
花
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い

　

千
田
園
芸
（
栗
原
市
）

1

地　域
の

話 題

3

5

和み 2017. 5 1011 和み 2017. 5 10



◆
◆

サ
ツ
マ
イ
モ
豆
知
識
◆
◆

　
挿
し
穂
は
、
葉
が
５
～
７
枚
く
ら
い
つ
い
た
が
っ
ち
り
し
た

も
の
を
選
び
ま
す
。
定
植
前
日
か
ら
、
水
を
張
っ
た
バ
ケ
ツ
に

入
れ
て
吸
水
さ
せ
ま
す
。
サ
ツ
マ
イ
モ
は
地
際
に
近
い
節
に
な

り
や
す
い
の
で
、
２
～
４
節
以
上
土
中
に
埋
ま
る
よ
う
に
植
え

ま
す
。

kitchen garden

四季の畑
　
遅
霜
の
心
配
が
な
く
な
っ
た
時
期
に
定

植
し
て
く
だ
さ
い
。
果
菜
類
の
中
で
は
生

育
が
早
く
、
最
盛
期
に
は
次
々
と
実
を
つ

け
ま
す
の
で
、
早
め
に
収
穫
し
、
株
を
疲

れ
さ
せ
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　 

露
地
栽
培
方
法

①�

定
植
１
週
間
前
ま
で
に
施
肥
・
畑
作
り
を
し
ま
す
。

　
雑
草
や
乾
燥
防
止
の
た
め
、
黒
マ
ル
チ
を
張
り
ま
す
。

②
定
植
す
る
前
に
、
株
間
60
㌢
で
植
え
穴
を
あ
け
ま
す
。

　
定
植
は
や
や
浅
植
え
に
し
ま
す
。

※�

接
ぎ
木
苗
の
場
合
、
接
ぎ
木
部
分
が
土
に
埋
ま
ら
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
す
。

③�

長
さ
２
㍍
程
度
の
支
柱
を
立
て
ま
す
。
麻
ひ
も
な
ど
で
株
と

支
柱
を
誘
引
し
、
さ
ら
に
ネ
ッ
ト
を
張
る
と
、
つ
る
が
自
然

と
絡
ま
る
の
で
お
す
す
め
で
す
。

④�

１
週
間
に
１
度
、
主
枝
を
支
柱
に
誘
引
し
ま
す
。

⑤�

定
植
１
ヶ
月
後
に
追
肥
を
行
い
、
そ
の
後
は
月
に
１
～
２
回

の
割
合
で
施
し
ま
す
。

※�

つ
る
の
状
態
を
観
察
し
、追
肥
や
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑥�

草
丈
が
50
～
60
㌢
く
ら
い
に
な
っ
た
ら
整
枝
を
行
い
ま
す
。

★�

株
元
か
ら
５
節
ま
で
の
わ
き
芽
と
雌
花
を
全
て
除
去
し
ま
す
。

※�
主
枝
の
生
育
と
風
通
し
を
良
く
し
、
病
気
も
防
ぎ
ま
す
。

★�
６
節
よ
り
上
の
わ
き
芽
が
伸
び
た
ら
（
子
づ
る
）、
本
葉
２

枚
く
ら
い
を
残
し
、
そ
の
先
は
切
り
ま
す
。

⑦�

主
枝
が
支
柱
の
高
さ
（
手
の
届
く
高
さ
）
ま
で
伸
び
た
ら
、

先
端
を
は
さ
み
で
切
り
ま
す
（
摘
芯
）。

※
梅
雨
明
け
に
急
激
な
乾
燥
に
あ
う
と
株
が
弱
り
ま
す
。

　
乾
燥
防
止
の
た
め
、通
路
に
わ
ら
な
ど
を
敷
く
と
良
い
で
す
。

⑧�

一
番
果
の
収
穫
は
、
株
を
疲
れ
さ
せ
な
い
た
め
に
長
さ
８
㌢

く
ら
い
で
収
穫
し
ま
す
。
そ
の
後
は
長
さ
18
～
21
㌢
く
ら
い

で
順
次
収
穫
し
ま
す
。

キ
ュ
ウ
リ

（株式会社 渡辺採種場）

▲定植　■収穫栽培カレンダー（露地）
 月 5 6 7 8 9

宮城県

畑作り例（kg／1アール）
完熟堆肥
苦土石灰

100
12

施肥例（kg／1アール）
化成肥料 12元肥
速効性肥料 2追肥

（化成肥料は野菜用高度化成肥料の場合）
（追肥1回につき、2㎏／1アール施します）

科　　名：ウリ科
連作障害：あり（2～3年あける）
　　　　　　※接ぎ木苗なら連作可能
発芽適温：25～30℃
生育適温：昼間22～28℃
　　　　　夜間17～18℃
栽植距離：株間60㌢
　　　　　条間70㌢（単条植え）

これからの定植におすすめ！

キュウリ

おすすめ品種

定植適期苗
❶本葉 3～ 4 枚の若苗。
❷葉と茎が大きくがっちり。
❸�接ぎ木苗を利用する�
と、病気に強く、�
育てやすい。

初期から沢山収穫できる短期決
戦型の品種です。病気にはあま
り強くありませんが、果形の安
定したおいしい夏秋品種です。

垂直植え
小さい挿し穂に
おすすめ。

斜め植え
マルチ栽培に
おすすめ。

舟底植え
長い挿し穂に
おすすめ。
活着しやすい。

ベと病、うどんこ病に強く、薬
剤軽減が可能です。省力栽培型
で、長期間でも安定して収穫で
きます。収量性の高い夏秋品種
です。

青函白イボ 夏元気

口
座
振
替
の
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城
で
は
、
納
入
手
続
き
の
簡
素
化
と

不
祥
事
の
未
然
防
止
の
た
め
、
共
済
掛
金
等
の
納
入
に

つ
い
て「
口
座
振
替
」の
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
現
金
で
納
入
い
た
だ
い
た
場
合
は
「
加
入
内
容
確
認

書
」
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
加
入
内
容
に
間
違
い
が
な

い
か
確
認
の
上
、
返
信
用
封
筒
で
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

家
畜
の
異
動
連
絡
を
お
忘
れ
な
く

　
飼
養
し
て
い
る
家
畜
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
が
無
か
っ
た
り
遅
れ
た
場
合
、
共
済
金
の
支
払

い
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　
連
絡
が
必
要
な
の
は

導
入
・
出
荷
・
出
生
・
放
牧
や
共
進
会
に
出
場
・
飼
養

場
所
変
更
・
死
亡

の
と
き
で
す
。

学
位
を
取
得
し
ま
し
た

　
こ
の
た
び
、
中
央
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
の
金
澤
朋
美

獣
医
師
が
獣
医
学
博
士
号
、
県
北
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー

の
高
橋
知
也
獣
医
師
が
獣
医

看
護
学
博
士
号
を
取
得
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
組
合
員
の
皆

さ
ま
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
よ

う
、
職
務
に
励
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

岩
沼
市
長
岡

長
　
田	

光こ
う

　
翼す

け 

く
　
ん (

15
）

	

汐し
お

　
里り 

ち
ゃ
ん (

12
）

	

美み

　
月つ

き 

ち
ゃ
ん (

5
）

　
お
父
さ
ん	

喜
　
宏 

さ
　
ん (

37
）

　
お
母
さ
ん	

聡
　
子 

さ
　
ん (

37
）

　私の家は、10人家族です。お米、リ
ンゴ、野菜を作っていて、牛も飼ってい
ます。家族みんなが手伝い、助け合い
ながら農業をしています。家で作った野
菜は、甘くてシャキシャキでとてもおい
しいです。
　お父さんの大きいトラクターやコンバ
インなどを運転している姿は、とてもカッ
コイイです。
　お母さんは、毎日仕事から帰ってきて、
10人分のごはんを作ってくれます。私も
もっとうまく料理を作れるようにがんば
りたいと思います。

　「お父さん、お母さんへ」
長 田  汐 里

色麻町 阿 部 友理江 さん

　地元で働きたいと思い、大学卒業後、
地元のＪＡに就職しました。
　４月から担当業務が変わりましたが、
お客さまに親切に分かりやすく説明する
ことを心掛けています。
　休日は、小学生のころから続けている
クラシックバレエやお菓子作りをしてリ
フレッシュしています。
　スポーツ観戦も好きで、楽天イーグル
スのファンクラブに入っています。新た
に加入した岸選手が好きなので、応援に
行きたいです。

お客さまに
親切な対応を

接ぎ木苗写真→
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1

7

11 12

13

16 17

1918

15

14

10

8 9

2 3 4

6

5

二重ワクのところに入った文字を組み合わせて、
一つの言葉にして下さい。
ヒント▶端午の節句に飾ります。

　
は
が
き
に
記
入
例
の
と
お
り
明
記
の
上
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

10
人
の
方
に
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◎
〆
切 

平
成
29
年
6
月
10
日（
当
日
消
印
有
効
）

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
情
報
提
供
な
ど
、
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
の
応
募
に
合
わ
せ
て
の
お
便
り
も
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※�ご応募いただいた個人情報は、紙面づくり以外
の目的には使用しません。

①
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え

②
〒
・
住
所

③
氏
名
　④
年
齢

⑤
電
話
番
号
　

⑥
広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど

仙
台
市
青
葉
区
上
杉

　
　
　
　
　   

1
丁
目
8
の
10

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城

　
広
報
係 

行

9 8 0 0 0 1 1

（裏面）　　　 《記入例》 　　（宛先面）

　

多
賀
城
市
の
多
賀
城
跡
あ
や
め
園

は
、
特
別
史
跡
多
賀
城
跡
の
一
角
に
あ
り

ま
す
。
６
月
中
旬
に
な
る
と
６
５
０
種

３
０
０
万
本
の
ア
ヤ
メ
や
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

が
咲
き
始
め
、
優
雅
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
は
、
６
月
17
日
（
土
）
か
ら
７
月

１
日
（
土
）
ま
で
の
15
日
間
、「
多
賀
城

跡
あ
や
め
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

土
・
日
曜
日
に
な
る
と
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
や
友
好
都
市
（
福
岡
県
太
宰
府
市
・

山
形
県
天
童
市
・
奈
良
県
奈
良
市
）
の
特

産
品
販
売
の
ほ
か
、
野
だ
て
、
切
り
絵
、

折
り
紙
、
押
し
花
、
勾
玉
づ
く
り
と
い
っ

た
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

ま
た
、
あ
や
め
俳
句
大
会
も
行
わ
れ
、

園
内
に
は
６
月
25
日
（
日
）
ま
で
投
句
箱

を
設
置
し
て
応
募
を
募
り
ま
す
。
あ
や
め

を
愛
で
な
が
ら
一
句
を
詠
む
ひ
と
と
き
は

格
別
で
す
。

　
開
花
状
況
や
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
多

賀
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆�

今
回
の
特
集
「
食
の
安
全
・
安
心
を
守
る
」
の
農
薬
の
使
い

方
が
と
て
も
た
め
に
な
っ
た
。	

（
大
崎
市
Ｔ
・
Ｍ
さ
ん
）

◆�

農
機
具
共
済
の
「
農
機
具
点
検
は
お
済
で
す
か
」
が
参
考
に

な
り
ま
し
た
。	

（
栗
原
市
Ｏ
・
Ｎ
さ
ん
）

◆�

「
四
季
の
畑
」
は
栽
培
方
法
が
き
ち
ん
と
書
か
れ
て
あ
り
、

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。サ
ニ
ー
レ
タ
ス
播
い
て
み
ま
す
。

	

（
加
美
町
Ｙ
・
Ｅ
さ
ん
）

◆�

さ
わ
や
か
さ
ん
の
「
社
会
貢
献
で
き
る
大
人
に
な
り
た
い
」

に
感
動
し
ま
し
た
。	

（
登
米
市
Ⅰ
・
Ｋ
さ
ん
）

◆�

現
在
、
家
事
担
当
で
す
。
わ
が
家
の
味
レ
シ
ピ
を
楽
し
く
拝

見
し
て
い
ま
す
。	

（
栗
原
市
Ｓ
・
Ｔ
さ
ん
）

 

お
た
よ
り
広
場

応  募  方  法

多賀城跡あやめ園
（多賀城市）

多賀城跡あやめまつり実行委員会（事務局：多賀城市商工観光課）◆問い合わせ先 ☎０２２－３６８－１１４１（内線472、473）
史都多賀城観光案内所
☎０２２－３６４－５９０１

多賀城市観光協会
キャラクター「たがもん」

 タテのカギ
❶岐阜県南東部で生産されてる陶磁器・○○焼。
❷90度より大きく、180度より小さい角。
❸仏教の守護神・金剛○○○。
❹ライト兄弟は、動力○○○○の発明者として知られています。
❺ギリシャ神話「パンドラの箱」で箱の中に残ったもの。
❾寄託の態様で普通○○○、定期○○○などがある。
❿社寺の境内などにある店のこと。浅草寺の商店街が有名。
⓬○○○○関白⇔かかあ天下。
⓭ピンチヒッター。
⓯植物の葉の表面にある小さな穴。
⓱カナダの作家モンゴメリの代表作「赤毛の○○」
⓲問題を解決するための重要な手掛かり。

 ヨコのカギ
❶5月4日は○○○○○。
❻性格や気分がのんびりとしていること。
❼WBC2017の日本代表○○○監督。
❽正式な名が決まるまで仮の呼び名を付けること。
❿「一銭に笑うものは一銭に○○」。
⓫4歳ころに決まるといわれ、左より右のほうが多い。
⓭赤・黄・橙は○○色。
⓮人情を心得ているさま。○○な計らい。
⓰縁談のために第三者の仲介で男女が会うこと。
⓲主に差出人が女性の場合、手紙の最後に添えられることば。
⓳今月号の特集は。

　
農
業
に
携
わ
っ
て
50
年
以
上
に
な

り
ま
す
。
現
在
は
、
水
稲
７
㌶
の
ほ

か
、
ハ
ウ
ス
で
野
菜
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。

　
良
い
も
の
を
作
る
た
め
に
田
ん
ぼ

の
見
回
り
や
草
刈
り
な
ど
は
欠
か
さ

ず
行
っ
て
い
ま
す
が
、
楽
し
み
な
が

ら
や
っ
て
い
る
の
で
苦
に
な
ら
ず
、

趣
味
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

　

収
穫
の
時
期
が
一
番
楽
し
み
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
体
力
の
続
く
限
り

頑
張
り
た
い
で
す
ね
。

▼�

共
済
部
長
歴
12
年 

損
害
評
価
員
歴
15
年

▼�

大
崎
支
所
女
性
の
会
会
長

　
地
元
の
農
産
物
直
売
所
「
旬
の
店

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
で
副
会
長
と
し
て

運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
会
員
同

士
の
情
報
交
換
を
大
事
に
し
、
い
つ

で
も
新
鮮
な
朝
採
り
野
菜
が
提
供
で

き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
わ
が
家
で
も
、
年
間
で
野
菜
類
10

品
目
ほ
ど
を
作
り
販
売
し
て
い
ま
す

が
、
冬
場
は
干
し
柿
が
一
番
人
気

で
す
。

　
お
客
さ
ん
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と

も
多
く
、
こ
れ
か
ら
も
会
話
が
弾
む

交
流
の
場
を
目
指
し
て
い
き
た
い

で
す
。

石
巻
支
所

東
松
島
市
小
野

橋
本
輝
男
さ
ん
（
72
）

大
崎
支
所

大
崎
市
古
川

門
間
優
子
さ
ん
（
72
）

登米市迫町
　守 屋 和 典 さん
２区候補牛・
　　　ひろゆり号

　
全
共
宮
城
大
会
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
登
米
農
産
物
出

荷
場
を
会
場
に
、
出
品
技
術
向
上
研
修
会
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
に
訪
問
し
ま
し
た
。

　
和
典
さ
ん
の
父
・
慶
市
さ
ん
は
、
全
共
指
導
員
と
し
て

大
会
に
臨
む
ほ
か
、
ひ
ろ
ゆ
り
号
で
第
２
区
選
抜
を
狙
い

ま
す
。
ま
た
、
和
典
さ
ん
は
、
み
ほ
よ
し
こ
号
で
３・７

区
へ
の
出
品
を
狙
っ
て
い
ま
す
。調
教
も
仕
上
げ
に
入
り
、

気
合
い
が
入
り
ま
す
。

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
は

『
ら
ん
ど
せ
る（
ラ
ン
ド
セ
ル
）』

        

　
　
　　
　
　
　
で
し
た
。

当
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

髙
　
橋
　
久
美
子
さ
ん
（
白
石
市
）

我
　
妻
　
米
　
子
さ
ん
（
蔵
王
町
）

岡
　
田
　
秀
　
子
さ
ん
（
川
崎
町
）

氏
　
家
　
奈
々
華
さ
ん
（
角
田
市
）

遠
　
藤
　
ま
さ
子
さ
ん
（
角
田
市
）

赤
　
間
　
み
の
り
さ
ん
（
大
和
町
）

千
　
葉
　
正
　
子
さ
ん
（
大
崎
市
）

髙
　
橋
　
裕
　
子
さ
ん
（
大
崎
市
）

佐
々
木
　
多
喜
子
さ
ん
（
登
米
市
）

川
　
元
　
け
い
子
さ
ん
（
東
松
島
市
）

前号の答えと当選者

撮影を
終えて

新
利
府
駅

下
馬
駅

塩
釡
駅

国府多賀城駅

陸前山王駅

多賀城跡あやめ園

加瀬沼公園

●

国指定特別史跡
多賀城跡

●東北歴史博物館

東北
本線

仙
台北部道路

東
北
本
線

東
北
新
幹
線

三
陸
自
動
車
道

三陸自動車道

仙
山
線

砂
押
川

35

35

33259

多賀城IC

利府JCT

利府塩釡IC

加瀬沼

和み 2017. 5 1415 和み 2017. 5
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切干大根の煮物

★�ゆで干しの切干大根は火が通りやすいです。

★�彩りを加えるため、お好みでいろいろ野菜を加えてみてください。

本　　所　〒 980-0011 
仙台市青葉区上杉1-8-10 
TEL 022-225-6701
県南支所　〒 981-1505 
角田市角田字町田１１３ 
TEL 0224-63-2012
宮城中央支所　〒 983-0821 
仙台市宮城野区岩切字昭和東 112-3 
TEL 022-396-3070
亘理名取支所　〒 989-2301 
亘理町逢隈中泉字一里原 28-8 
TEL 0223-34-5031
六の国支所　〒 981-4265 
加美町字矢越 226 
TEL 0229-64-1380

大崎支所　〒 989-6166 
大崎市古川東町 5-37 
TEL 0229-22-2141
栗原支所　〒 987-2203 
栗原市築館字下宮野中田 100 
TEL 0228-23-7111
迫 支 所　〒 987-0512 
登米市迫町森字平柳 34-88 
TEL 0220-22-8411
石巻支所　〒 986-1111 
石巻市鹿又字曽波の神前 172 
TEL 0225-75-2331
県南家畜診療センター　〒 989-0731 
白石市福岡深谷字桜丘前１０ 
TEL 0224-25-4565

中央家畜診療センター　〒 989-6251 
大崎市古川小野字嵐山 26-1 
TEL 0229-28-2581
県北家畜診療センター　〒 987-0511 
登米市迫町佐沼字中江 1-3-1 
TEL 0220-22-2790
家畜診療研修所　〒 981-3602 
大衡村大衡字平林 39-4 
TEL 022-345-2241

宮城

＊料理紹介者　
　丸森町大張  大槻 静子さん

作 り 方

❶ �切干大根と干しシイタケは水で戻し、シイタケは薄切りにする。

❷ �鍋に油を敷き、薄切りしたニンジンとコンニャク、❶を入れ中火で
軽く炒める。

❸ �❷にⒶの調味料を加えて、中火のまま10分ほど炒める。

❹ �仕上げに菜の花と七味唐辛子を入れて混ぜ合わせれば出来上がり。

材 料 （ 4 人 分 ）

・切干大根（ゆで干し）… ………… 40g

・干しシイタケ… …………………… ２個

・ニンジン…………………………… 50g

・突きコンニャク（糸コンニャクでも可）	
　　　　………………… 180g（１袋）

・ゆでた菜の花………………… お好みで

・油……………………………… 大さじ２

　　・酒………………………………40cc

　　・砂糖……………………… 大さじ２

　　・しょうゆ………………… 大さじ２

　　・顆粒だし……………………… 適量

・七味唐辛子（タカノツメでも可）	
　　　　…………………………… 適量

Ⓐ｛


